随意性呼吸におけるCO2ホメオスターシスの維持 by 大橋 傑
論文内容要旨（甲）
論文題名 C02 homeostasis is maintained in conscious humans by 
regulation of tidal volume. but not of respiratory rhythm 
（随意性呼吸における C02ホメオスターシスの維持）
掲載雑誌名 Respiratory Physiology品Neurobiology
186巻.2号・ 20日年
生理系生理学（生体調節機能学分野） 大橋傑
内容要旨
換気量を規定するのは呼吸のリズム、すなわち呼吸数と l回換気量であ
る。内的、外的環境の変化に応じ、これらは非随意的に決定され、様々な
組合せを示す。殆どの場合、体内のC02ホメオスターシスは適正に保たれ
る。過去の研究から、呼吸数を随意的に固定しでも、 l回換気量が非随意
的に決まる条件では、 l回換気量は呼吸中枢により自動調節され、 C02ホ
メオスターシスは維持されると言われる。
呼吸リズムは呼吸中枢で生成され、覚醒時には非代謝性因子である上位
脳の作用に修飾される。例えば、情動は呼吸のリズムに影響を与え、時に
C02ホメオスターシスを超えて作用が発揮される。 l回換気量への非代謝
性因子の影響は少ない。本研究では l回換気量を随意的に固定し、呼吸数
を非随意的、自動的に決定させる条件を設定し、 C02ホメオスターシスが
維持されるか検討した。覚醒時には非代謝性因子の呼吸リズムへの影響は
除外できず、 C02ホメオスターシスは破綻すると予想した。
被験者は合計21名の成人男性である。実験ではl回換気量あるいは呼
吸数のいずれかを随意的に固定し、他方を非随意的に決定させた。指定さ
れた呼吸は2分間行い、その聞の呼気終末炭酸ガス濃度（FETC02）を測定
し、 C02ホメオスターシスを評価した。実験lでは呼吸数を随意的に固定
し、 l回換気量は非随意とした。呼吸数は、安静時の呼吸数 (l00%fRR）、
安静時呼吸数の75%(75%fRR）、安静時呼吸数の 50%(50%fRR）とした。実
験lは過去の研究と同様な条件である。実験2ではl回換気量を随意的に
固定し、呼吸数は非随意とした。 l回換気量は、 100%fRR、75%fRR、50%fRR
の実験時に得られた大きさとした。実験3は実験lと同様に呼吸数を随意
的に固定した。呼吸数は 100%fRR、125%fRR、150%fRRとした。実験4は実
験2と同様に 1回換気量を随意的に固定した。 l回換気量は、 100%fRR、
125%fRR、150%fRRの実験時に得られた大きさとした。
呼吸数を安静時より少ないレベルで随意的に固定した場合、 l回換気量
は非随意的に調節され、 FETC02は維持された（実験 1)。しかし、呼吸数
を多いレベルで回定した場合（実験3）、l回換気量は非随意的でもFETC02
は低下した。 l回換気量を固定して呼吸数を非随意的とした場合（実験2、
4）、いずれもFETC02は低下した。つまり l回換気量が固定されると、呼
吸リズムの調節だけではC02ホメオスターシスを維持できない。呼吸数が
少ないレベルで固定された場合にはl回換気量の変化だけでC02ホメオス
ターシスを維持できるが、呼吸数が多いレベルで固定されると維持できな
い。
覚醒時において、呼吸リズム単独ではC02ホメオスターシスを維持でき
ない乙とを示した。呼吸リズムが非代謝性因子の影響を受けやすいためと
考えられる。
